
　岡崎市民病院では、来年の世界禁煙デー（5月31日）

から「病院内全館及び敷地内全域における禁煙」に踏

み切ることとしました。 

　タバコには有害な物質が含まれており、その影響は、

喫煙者ばかりではなく周囲に居る非喫煙者にまで及び

ます。平成15年5月1日より施行された健康増進法によ

って、病院や公共施設等多数の人が利用する施設では、

受動喫煙を防止するために必要な措置を講ずるよう、

努めなければならないと規定されました。 

　地域の基幹病院である当院は、市民の皆様の生命

と健康を守る社会的使命を果たすと共に、この法の趣

旨を率先して実行する使命があると考えています。 

　現在当院では、職員が一丸となって「患者様中心の

病院」を基本とした改善に取り組んでおります。これに

は(財)日本医療機能評価機構による病院機能評価(V

５)の認定を更新することが必須課題となりますが、この

認定要件の中で「敷地内禁煙の実施が極めて適切で

ある」とされていることも、「敷地内禁煙」に踏み切る大

きな要因の一つです。 

　本年はその準備段階として、喫煙所を大幅に減らす

と共に、設置位置を移動させて頂きました。 

　新しい喫煙場所は、第3・4・5駐車場脇および、バス停

南側の灰皿が設置されているところ４箇所です。したが

いまして、病院が設置した灰皿のある場所以外は、全

て禁煙になりました。歩きタバコや、携帯灰皿の使用に

よる指定喫煙場所以外での喫煙も、ご遠慮いただきま

すようお願いいたします。 

　喫煙される患者様やご来院の方々にとりましては、

大変不都合なこととは存じますが、敷地内禁煙の趣旨

をご理解いただくと共に、ご協力を賜りますようお願い

いたします。 

 
















